
令和元年 5月号（14）

第385回

黒
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み

枝
え

子
こ

さん

（台町在住 ･88 歳）

　
私
は
昭
和
5
年
、
台
町
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
今
は
ひ
っ
そ
り

と
し
て
い
る
家
の
前
の
通
り
は
、

か
つ
て
は
八
百
屋
や
魚
屋
、
酒

屋
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
エ
プ

ロ
ン
姿
の
主
婦
が
足
を
運
び
ま

し
た
。
ま
た
、
台
町
に
蓄
音
機

関
係
の
大
手
企
業
が
あ
り
、
退

勤
時
間
に
な
る
と
工
員
で
あ
ふ

れ
、
毎
日
が
と
て
も
に
ぎ
や
か

で
し
た
。
16
年
前
に
他
界
し
た

主
人
も
、
家
の
前
を
通
る
工
員

の
一
人
で
し
た
。

　
主
人
と
は
22
歳
の
時
に
結
婚

し
、
私
の
実
家
が
あ
る
台
町
に
新

居
を
構
え
、
翌
年
に
は
長
女
を
授

か
り
ま
し
た
。
子
育
て
は
う
れ
し

い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
な
ど
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
今
と▲

な
っ
て
は
楽
し
か
っ
た
な
と
思
い

返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
育
て
が
終
わ
っ
た
頃
、
ご

近
所
の
方
に
誘
わ
れ
、
婦
人
会

に
入
会
し
ま
し
た
。
手
芸
や
料

理
を
し
た
り
、
研
修
旅
行
に

行
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
友
達

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
短
歌
会
や
随
筆
ク
ラ
ブ
に

も
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
に

宿
泊
し
て
い
る
小
中
学
生
と

一
緒
に
ピ
ザ
や
パ
ン
を
作
っ

て
い
ま
す
。
時
に
は
バ
ス
に

揺
ら
れ
、
娘
が
作
っ
て
く
れ

る
お
弁
当
を
手
に
根
本
山
へ
行
き
、

友
達
と
お
喋
り
を
し
た
り
、
カ
ラ

オ
ケ
を
し
た
り
し
て
過
ご
す
日
も

あ
り
ま
す
。

　
今
は
昔
の
よ
う
な
日
常
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
夏
に
な
る
と
家
の
前
を
祭
り

の
お
神
輿
や
屋
台
が
通
り
、
昔
か

ら
変
わ
ら
な
い
楽
し
い
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

　
近
所
の
坂
道
は
小
学
生
の
通
学

路
に
な
っ
て
お
り
、
登
下
校
時
は

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
た
ち
が
交

差
点
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
声
は
、

に
ぎ
や
か
さ
と
元
気
を
毎
日
分
け

て
く
れ
ま
す
。

　
天
気
の
良
い
日
に
散
歩
に
出
か

け
て
、
海
潮
寺
の
橋
か
ら
北
の
方

に
目
を
や
る
と
、
私
を
は
じ
め
、

娘
や
孫
が
通
っ
た
真
岡
小
学
校
が

見
え
ま
す
。
今
は
白
い
立
派
な
校

舎
で
す
が
、
木
造
だ
っ
た
頃
が
つ

い
こ
の
前
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

入
学
式
や
運
動
会
、
卒
業
式
な
ど
、

学
生
時
代
の
思
い
出
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。「
光

陰
矢
の
如
し
」
と
は
本
当
に
言
葉

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
の
時
代
は
遠
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
が
、
た
だ
懐
か
し
さ

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

五
行
川
の
ほ
と
り
を
歩
い
て
い
る

と
、
水
鳥
が
2
羽
仲
良
く
泳
い
で

い
て
、
川
を
の
ぞ
く
と
た
く
さ
ん

の
鯉
が
寄
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
町
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
思
い
出
が
あ
ふ
れ
、
い
つ
ま

で
も
私
の
心
の
故
郷
で
す
。

いわき旅行にて
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シリーズ 431

元
号
改
元
に
便
乗
し
た

詐
欺
に
ご
注
意
を

　「
元
号
の
改
元
」
と
「
天
皇
陛

下
の
退
位
」
に
便
乗
し
た
詐
欺
や

悪
質
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

《 

事
例
１ 

》

　「
元
号
の
改
元
で
銀
行
法
が
変

わ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
返

送
し
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と

銀
行
協
会
を
名
乗
る
団
体
か
ら
通

知
が
届
い
た
。「
申
込
書
に
銀
行
名
、

口
座
番
号
、
暗
証
番
号
を
記
入
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
返
送
し
て

く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
る
。

　
金
融
機
関
や
警
察
官
を
名
乗

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
る
手
口
で
す
。
電
話
や
訪

問
、
書
類
が
届
く
な
ど
あ
っ
て
も
、

絶
対
に
暗
証
番
号
を
教
え
た
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

《 

事
例
２ 

》

　「
天
皇
陛
下
の
退
位
の
写
真
集

は
記
念
に
な
る
。
買
わ
な
い
か
。」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
断
っ
た
の
に

送
ら
れ
て
き
た
。

　
電
話
で
執
よ
う
に
勧
誘
さ
れ
る

強
引
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。
長
電
話
に
せ
ず
、
早

い
う
ち
に
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
注
文
や
承

諾
し
て
い
な
い
商
品
が
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
た
場
合
は
、
代
金

を
支
払
わ
ず
、
念
の
た
め
に
送
り

主
の
業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
控
え
て
か
ら
、
受
け
取
り
拒
否

し
ま
し
ょ
う
。

《 

事
例
３ 

》

　「
新
元
号
に
伴
う
料
金
改
正
の

お
知
ら
せ
」
と
題
し
た
メ
ー
ル
が
、

携
帯
電
話
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
。
指
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い

て
大
丈
夫
か
。

　
携
帯
電
話
会
社
を
装
い
公
式

ペ
ー
ジ
と
思
わ
せ
て
、
無
関
係
な

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
か
せ
る
『
詐
欺
メ
ー

ル
』
が
増
え
て
い
ま
す
。
万
が
一

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い
て
し
ま
っ
て
も
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
個
人
情
報

等
を
入
力
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～12:00
13:00～16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

7・14
21・28日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

11日
（土） 午後 2時～ ◆もおかとしょかんの

　おはなし会

11日
（土）

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
「うっかりペネロペ ペネロペ、 
 かずをかぞえる編」（30分）

18日
（土） 午後 2時～ ◆おはなしの森

21日
（火） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

「駅馬車」（99分）
【休館日】　13・20・27日（月曜日）

2日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

11日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
（ペットボトルで空気砲を作っ
て遊ぼう）

16日
（木） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

「華岡青洲の妻 」（129 分）
25日
（土） 午後 2時～ ◆にのみやとしょかんの

　おはなし会
25日
（土）

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
「しまじろうのわお！⑧～⑬」（32分）

28日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

【休館日】　13・20・27日（月曜日）19日（日曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

（15）広報もおか

3 月に寄付をしてくださった方々（敬称略）
ありがとうございました。

わたのみ基金

金銭預託
パッチワーク愛好会 ･･･････････････5,000 円
匿名 ････････････････････････････10,000 円

善意銀行

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

実年探求会 ････････････････････････4,666 円
真岡地区農村女性有志「絆」････････10,550 円
そば処花總 真岡落語研究会 ･････････6,500 円
長田区5町会4班 吉際徳男･･････････1,666円
真岡市文化協会芸能民舞吟部会 /  　　　　　
 舞台部会 /音楽部 ････････････････45,000円

66円

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

青年女性会館
で熱のこもっ
た練習を行っ
ています。

練習の様子 イベントの様子

　「美しく清い『益子の森』をイメージして、
調和の取れた音で『アンサンブル』を」の理
想を掲げ、命名しました。活動は益子に限ら
ず、芳賀地域、特に真岡市を中心に、施設へ
のボランティア訪問、各種イベントへの参加
を行っています。毎週土曜日午後7時から
真岡市青年女性会館で練習を行っていますの
で、ぜひ一度のぞいてみてください。

毎年、“真岡コラ
ボまつり”に参
加して、演奏を
行っています。
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ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
注
文
や
承

諾
し
て
い
な
い
商
品
が
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
た
場
合
は
、
代
金

を
支
払
わ
ず
、
念
の
た
め
に
送
り

主
の
業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
控
え
て
か
ら
、
受
け
取
り
拒
否

し
ま
し
ょ
う
。

《 

事
例
３ 

》

　「
新
元
号
に
伴
う
料
金
改
正
の

お
知
ら
せ
」
と
題
し
た
メ
ー
ル
が
、

携
帯
電
話
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
。
指
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い

て
大
丈
夫
か
。

　
携
帯
電
話
会
社
を
装
い
公
式

ペ
ー
ジ
と
思
わ
せ
て
、
無
関
係
な

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
か
せ
る
『
詐
欺
メ
ー

ル
』
が
増
え
て
い
ま
す
。
万
が
一

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い
て
し
ま
っ
て
も
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
個
人
情
報

等
を
入
力
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～12:00
13:00～16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

7・14
21・28日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

11日
（土） 午後 2時～ ◆もおかとしょかんの

　おはなし会

11日
（土）

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
「うっかりペネロペ ペネロペ、 
 かずをかぞえる編」（30分）

18日
（土） 午後 2時～ ◆おはなしの森

21日
（火） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

「駅馬車」（99分）
【休館日】　13・20・27日（月曜日）

2日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

11日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
（ペットボトルで空気砲を作っ
て遊ぼう）

16日
（木） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

「華岡青洲の妻 」（129 分）
25日
（土） 午後 2時～ ◆にのみやとしょかんの

　おはなし会
25日
（土）

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
「しまじろうのわお！⑧～⑬」（32分）

28日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

【休館日】　13・20・27日（月曜日）19日（日曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

（15）広報もおか

3 月に寄付をしてくださった方々（敬称略）
ありがとうございました。

わたのみ基金

金銭預託
パッチワーク愛好会 ･･･････････････5,000 円
匿名 ････････････････････････････10,000 円

善意銀行

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

実年探求会 ････････････････････････4,666 円
真岡地区農村女性有志「絆」････････10,550 円
そば処花總 真岡落語研究会 ･････････6,500 円
長田区5町会4班 吉際徳男･･････････1,666円
真岡市文化協会芸能民舞吟部会 /  　　　　　
 舞台部会 /音楽部 ････････････････45,000円

66円

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

青年女性会館
で熱のこもっ
た練習を行っ
ています。

練習の様子 イベントの様子

　「美しく清い『益子の森』をイメージして、
調和の取れた音で『アンサンブル』を」の理
想を掲げ、命名しました。活動は益子に限ら
ず、芳賀地域、特に真岡市を中心に、施設へ
のボランティア訪問、各種イベントへの参加
を行っています。毎週土曜日午後7時から
真岡市青年女性会館で練習を行っていますの
で、ぜひ一度のぞいてみてください。

毎年、“真岡コラ
ボまつり”に参
加して、演奏を
行っています。


